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北海道における馬鼻肺炎神経型の発生（その 2） 
 
 

2025年 7月に、北海道の軽種馬飼養施設において馬鼻肺炎（EHV-1）神経型の発生が認め
られたため、発生した施設から管轄する家畜保健衛生所に対して家畜伝染病予防法の規定による届
出がありました。家畜保健衛生所への届出により発生が判明したのは、サラブレッド種 8歳馬 1頭であ
り、神経症状を発症し、EHV-1神経型と診断されました。なお、同馬は 2025年 1月に馬鼻肺炎生
ワクチンの接種を受けていました。現時点におきましては 1頭のみの発生ですが、今後の動向に注意が
必要です。 
 
 
過去の号外︓4月 2日 北海道における馬鼻肺炎神経型の発生 
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